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撃露績雪肇話     =雙。
険者証)をお持ちの方は、有効

ただし、次に該当する方は以下の書類を交付 します。

① 令和6年 12月 2日以降に広島県後期高齢者医療制度の被保険者になられ
た方

② 紙の保険証をお持ちの方のうち、令和6年 12月 2日以降に住所変更や
負担割合の変更等により、記載事項が変更となった方

※ 「マイナ保険証」とは、保険証利用登録をしたマイナンバーカードのことです。
※ 保険証利用登録は、マイナポータルや医療機関等のカードリーダー、セブン銀行の

ATMか ら行うことができます。
※ マイナ保険証をお持ちかどうかは広域連合で確認します。(ご自身で確認するとき

は、マイナポータル等をご利用ください。)

「限度額適用・標準負担額減額認定証」 と「限度額適用認定証」

も保険証 と同時に廃止 とな ります。

限度額適用認定証等の適用区分が「区分Ⅱ(低所得者Ⅱ )」 の方が、過去
12か月の間に90日 を超える入院があった場合の食費の減額 (長期入院該
当)については、これまでどおり申請が必要です。

現在お持ちの紙の認定証は、有効期限まで使用できます。

マイナ保険証をお持ちの方は、医療機関等の受付の際に「高額療養費

制度を利用」で「同意する」を選択すれば、紙の認定証は不要です。

マイナ保険証をお持ちでない方で、紙の認定証をお持ちの方は、申請
の必要がなく「資格確認書」に内容を記載します。

記載の必要がない場合には、申請により記載をやめることもできます。

(申請書の受付は、令和6年 11月 頃から開始する予定です。)

義

義
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裏面もご覧ください。

A4 A6ハガキサイズ

白 水色

輯褥

/「
特定疾病療養受療証」はこれまでどおり交付します。



マイナ保険証を―お持ち―の方

^轟 マイーナ保険‐証で医療機関等を受診.してくだ.さ い:■ ~ __||‐ |
轟|マイナ保険

1証を使用|す.れば●限度額適用認定証や限度額適用■標準
|1負担額減額認定証がなくてもt窓口負担額が自己負担限度額までに
■‐‐なり.ます6.■■||■ ■| |‐  ■
義令和6年12月 2日以降、|‐有効期限内の紙の保険証の記載事項に変更が
あらた場合には11「資格情報のお知らせ」が届きますよ■‐   ||

1金 ■資格情報めお知らせ」だけでは受診ができないため●1受診の際に
■‐は必ず|マイナ保‐険証をお持ちぐだざい。| ‐‐ ‐・ ・ ■| 

‐ ‐‐ |
義
‐
入1院、施設入所などの理由でマイナ保険証による受診が困難な方や.
|■マイサンバーカードを返納する予定の方な

―
どはtl申‐請により|「資格 |

1確認書」を交付することができます。   |‐ | ■ ||‐ ■■‐ .‐ .
■|.(申‐請1書の受付は、|1令和6年 11月頃から開始|する予定です:)‐ |‐ | |■■■

ヤイー|ナ1保‐険証を|お1持ち|で|な―い方ヘ
1磐 |‐新た|「被保険者とな●た場合やtl令和6年 12月 2日‐以‐降、有効期限■|
■‐1内|の1紙の1保‐険1証の1記載事項11変更があらた場合にはt■||「‐資格確認|‐ |

|‐.書‐」|が届|き ま|す:.■ |‐■‐■ |■‐|‐‐
‐
穣 |‐寒療機関

‐
等ヽ●章‐診は■有効期‐限内の紙の保険証または|「資格確認 |

|■書llを
―
お持ち―ください:■

‐ ■|
1導:|「1資1格確1認1書■lt‐

=は
||‐医1療機1関1等|で保1険情報を確認する|ため|の最低 |

|‐■限の1項目|を記載してい.ます:|■1部の1記載1事1項についてはt‐ 1申1請‐書の |
■1提出によりt項1目 |の1追カロ■削除が1可能で

―
す|||、 |‐ .|■■| 

‐
■‐||‐ ‐

■|.(申請書の受付は●1令和‐6年 11月 1頃か―ら開始する予定です6.).■■■■| ‐■■|‐ ‐

■■‐‐■■■ |■ |||■|
ID V被害者等でマイナ|ポニタル等が閲覧でき|な―い設定をtている方は●|
|マーイナ保険証を持ちてし―ヽる方|で|も、1職権で「資格確認書llを交付します:

毎年7月 下旬に、8月 からの負担割合等を記載した「資格情報のお知ら
せ」または「資格確認書」を送付します。
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